
 

 

令和5年１１月20日 

各報道機関 御中 

 

令和５年度宮崎大学農学部地域貢献表彰（学生部門）の表彰式を行います 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より本学の教育・研究・社会貢献活動についてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本学の農学部では、所属学生の地域貢献活動への意欲向上を図るため、地域社会と協働した教育研

究あるいは地域貢献活動に関する成果により地域の活性化に対し特に顕著な貢献があった学生を顕彰して

います。今年度は、令和 4 年度の取組を学生から広く募集し、最優秀賞１名、優秀賞２名、特別賞１名を

受賞者として選定しましたので下記のとおり表彰式を執り行うこととしました。 

つきましては、取材についてご検討いただきますようお願いいたします。 

敬具 

 

記 

 

■ 日  時：令和5年1２月８日（金）1１：３0 ～ １２：００ 

     ■ 開催場所：宮崎大学農学部 第２会議室（農学部北棟2階） 

■ 受 賞 者： 

◇宮崎大学学生農学最優秀賞（地域貢献部門） 

氏  名： 後藤 龍生（大学院農学研究科修士1年） 

活動名称： グランメール宮崎～SECOND～ 

 

◇宮崎大学学生農学優秀賞（地域貢献部門） 

氏  名： 青山 実樹 （大学院農学研究科修士1年） 

活動名称： 宮崎市内のビロウならびにココスヤシの生育異常に関する研究 

 

氏  名： 篠原 涼乃 （大学院農学研究科修士２年） 

活動名称： エビのエビデンス 

 

◇宮崎大学学生農学特別賞（地域貢献・ボランティア部門） 

氏  名： 齋藤 江連 （獣医学科5年生 にほんごでしゃべろう会代表） 

活動名称： にほんごでしゃべろう会 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 

① 問い合せ先 

農学部総務係 （担当：奈須） 

TEL：0985-58-7150  E-mail：nas 

u@of.miyazaki-u.ac.jp 

② 発信元 

企画総務部総務広報課 

TEL：0985-58-7114  FAX：0985-58-2886 



 

以下、受賞理由 

【宮崎大学学生農学最優秀賞（地域貢献部門）】                                                               

氏名：後藤 龍生（大学院農学研究科修士1年）  

活動名称：グランメール宮崎～SECOND～                                          

受賞理由： 宮崎県の鯵を盛り上げることを目的にプロジェクトを展開し、宮崎大学 

学園祭”清花祭”にて宮崎県産鯵加工品「鯵ブリトー」の提供、月ごとに取れた鯵の 

機能性の違いについて筋肉硬度、脂肪酸組成を測定し評価。SNSでの投稿に加え、 

成果報告会での発表を通して高校生やその保護者、大学生などに宮崎県産鯵の 

魅力を伝え、これらの活動が宮崎日日新聞にも掲載されるなど、多大な地域貢献 

活動を実施した。 

                                      

【宮崎大学学生農学優秀賞（地域貢献部門】 

氏名：青山 実樹 （大学院農学研究科修士1年） 

活動名称：宮崎市内のビロウならびにココスヤシの生育異常に関する研究  

受賞理由：宮崎を象徴するビロウ・ヤシを守り、本県の景観を維持する目的の研究 

活動として、地域貢献学術研究として宮崎市から助成を受け、市と県、公園協会、 

宮崎大学が連携して調査を行い、生育異常の原因究明を行った。本内容は日本植 

物病理学会九州部会で発表、高等教育コンソーシアム宮崎の公募型卒論研究発表 

会でベストポスター賞を受賞している。 

 

氏名：篠原涼乃 （大学院農学研究科修士２年） 

活動名称：エビのエビデンス 

受賞理由：宮崎で収穫される多種多様なエビについて、応用生物科学科が持つ「科学」の 

力を使って「食」と「機能性」の付加価値を県内外へアピールすることを目的として、エビ 

の官能評価を行い、よりPRに適した調理法およびレシピを検討。宮崎県産のエビを調理 

し、宮崎大学学園祭”清花祭”で提供することにより、宮崎県のエビを、宮大生を中心とする 

清花祭参加者に認知させた。また、本活動で得た結果を「みやだい農学部の日」で高校生 

等一般の方々に発表することで、PRを促した。機能性の探索では、宮崎で獲れるエビの 

カロテノイド含量を、種類、殻あるなし、調理法ごとに分けて調査し、得られた結果をポスター 

にて発表した。 

 

【宮崎大学学生農学特別賞（地域貢献・ボランティア部門）】 

氏名：齋藤 江連 （獣医学科５年生） 

活動名称：にほんごでしゃべろう会（宮大生20名） 

受賞理由：宮崎大学ではアフガニスタンのタリバンによる暫定政権樹立以降、従来 

の生活を維持することが困難になっているアフガニスタン元留学生やその家族を 

令和4年4月から受け入れ、支援を行っている。本団体は彼らの日本での就職や 

自立した生活を送るために、毎週３～5人の学生が日本語練習の場を提供した。 

また、日本人学生との交流によって互いの異なる文化を学ぶ機会も創出した。本活動 

については、令和4年10月に本学330記念ホールで開催された「アフガニスタン 

の現状」コロキュームにてポスターおよびプレゼン発表を行った。また、地元テレビ局や 

新聞社のインタビューにて活動の発信を行った。 


